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寒中寒中寒中寒中おおおお見舞見舞見舞見舞いいいい申申申申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。    

平成 20 年１月 慈光山普照院 住職 小田 宗治 

    

『『『『涅槃涅槃涅槃涅槃
ねはん

会会会会
え

』』』』のののの話話話話    

今年も一年がスタートし、普照院もようやく落ち着いた新年を迎えることができました。

これからの復興と同時に、お寺としての行事・法要も一つ一つ復活させていくことができ

ればと思っております。さて、本年より本年より本年より本年より 2222 月月月月 15151515 日に当寺でも「涅槃会」を執り行うこと日に当寺でも「涅槃会」を執り行うこと日に当寺でも「涅槃会」を執り行うこと日に当寺でも「涅槃会」を執り行うこと

となりましたとなりましたとなりましたとなりました。今回はこの「涅槃会」について、少しご説明してみたいと思います。 

 

 「涅槃会」とは、お釈迦様がお亡くなりになった（入滅）日、その涅槃を偲び営まれる

法要です。日本では推古天皇（西暦 554～628 年）の頃、この法要の記録が出てくるのが

最初といわれています。この日、多くの寺院では本堂等にお釈迦様の涅槃の様子を描いた

「涅槃図」を掲げ、お釈迦様がお亡くなりになられる前に説いた最後の教えである「遺教

経」などが読まれます。（時宗では『日没礼讃偈』をお読みします。） 

 

普照院「涅槃会」のご案内普照院「涅槃会」のご案内普照院「涅槃会」のご案内普照院「涅槃会」のご案内    

   平成平成平成平成 20202020 年年年年 2222 月月月月 15151515 日（金）日（金）日（金）日（金）        普照院本堂普照院本堂普照院本堂普照院本堂    午後午後午後午後 2222 時より時より時より時より    

 

*現在の本堂（長田区林山町）は、今年の 3 月に解体致しますので、今の本堂での最終法要

となります。その為、涅槃会と共に「本堂・庫裏抜魂法要」を併せて執り行います。 

 

 

平成２０年回忌法要年表平成２０年回忌法要年表平成２０年回忌法要年表平成２０年回忌法要年表（註：裏に続く）    

1 周忌 2007 年（平成 19 年）寂  25 回忌 1984 年（昭和 59 年）寂 

3 回忌 2006 年（平成 18 年）寂  27 回忌 1982 年（昭和 57 年）寂 

7 回忌 2002 年（平成 14 年）寂  33 回忌 1976 年（昭和 51 年）寂 

13 回忌 1996 年（平成 8 年）寂  37 回忌 1972 年（昭和 47 年）寂 

17 回忌 1992 年（平成 4 年）寂  50 回忌 1959 年（昭和 34 年）寂 

23 回忌 1986 年（昭和 61 年）寂  100 回忌 1909 年（明治 42 年）寂 

* 本年度も各回忌法要連絡をお送りさせていただいております。お手数ですが、お檀家様の方で

も過去帳等でご確認の上、当方よりの法要連絡が無くても、寺院過去帳に記載もれがある場合がご
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ざいますので、必ずご連絡下さい。随時過去帳記入させていただいております。 

 

 

～娘の～娘の～娘の～娘の幼稚園に木魚を貸し出した話幼稚園に木魚を貸し出した話幼稚園に木魚を貸し出した話幼稚園に木魚を貸し出した話～～～～    

私事で申し訳ありません。私の次女は、もうすぐ幼稚園を卒業です。つい最近、

長女の卒園式が終わったばかりだと思っていたのに、早いものです。 

さて、娘の通う幼稚園では卒園前に演劇会がありまして、今年のお題は「一休さ

ん」に決まりました。お寺の娘だけに、一休さんの大役を仰せつかってくるかと楽

しみに待っていたのですが、さすがに娘自身が一休さんが嫌だったようで（一休さ

んが男だから…）、せっかくの主人公は同じクラス男子の友達が拝命したそうです。 

そんなある日、幼稚園の先生から娘が頼み事をされました。それは、「木魚の写真

を撮ってきて欲しい。」と言うものでした。聞けば、演劇に使う木魚をダンボール？

で作るようなのですが、幼稚園児には「木魚」と言うものがどういうものかよく分

からないらしいのです。そこで私は考えました。 

「写真で見るよりも、実物を見たほうがいいに決まってる。」 

ちょうど昨年のお寺の片付けの時に出てきた、ホコリまみれの使っていない小さな

木魚があったので、綺麗に拭いて娘に幼稚園に持って行かせました。その日の娘は、

幼稚園でヒーローになったのは言うまでもありま

せん。しかも木魚の前に幼稚園児が一列に並んで、

順番にたたいてみたそうです。 

その木魚は、本堂の本尊様の裏側の物置の木箱

の中から発見され、一緒に入っていた仏具から推

測するに、恐らく昭和 50 年代からあの地震をまた

ぎ、約 30 年間誰にもたたいてもらえずに眠り続け

ていたものと思われます。 

今、私はかわいい幼稚園児にポクポクとたたか

れている木魚を想像すると、とても嬉しい気分になります。出来ればその木魚が、

「一休さん」に出演させてもらえればなあ、と考えているのでした。 

 

〔編集後記〕 

昨年秋の話ですが、私は一週間ほど寝たきりになってしまいました。原因は腰痛でございます。

立つことも座ることも出来ず、寝返りすらも一苦労といった有様でした。そのような時のまわりの

人間、特に家族の手助けというものは本当にありがたいものでした。しかし、２週間もすれば腰痛

も感じなくなりその感謝を忘れた頃、また激痛が走りました。健康になったら病気の時に感じたこ

とを忘れ、不摂生な生活に戻ったバチがあたったのですね。２度目の腰痛の時は、本当に反省させ

られました･･･お参りの際にご迷惑をお掛けした方々、申し訳ありませんでした。もう大丈夫･･･で

す（多分）。                               合掌 
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